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明桜高等学校
吹 奏 楽 部

　１月27日に、全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト秋田県大会が行われました。明桜高校吹奏楽部からは、
中央地区予選を勝ち抜いたクラリネット八重奏と打楽器三重奏が出場。両チームとも金賞を受賞し、秋田
県代表として東北大会出場を決めました。
　今回は、打楽器三重奏に参加している斎藤由希さん(２年   勝平中学校出身)に今大会について聞きました。

１音１音を大切に
全国を目指す
ー　部員インタビュー

斎藤由希
(２年 )

　中学生の頃から、アンサンブルコンテストでの全

国大会出場を目標としてきました。秋田の代表とし

て東北大会に出場できて嬉しく思います。

　今回のコンテストには、M. フォード作曲の『ス

チューバニック』という曲で臨みました。この曲で

は1台のマリンバで３人の奏者が同時に演奏します。

奏者が１列に並んだ状態で演奏しなければならない

ので、目線に頼らずお互いの動きを感じて合わせて

います。特に力を入れたのは、３人の打鍵のタイミ

ングを合わせることです。練習では、曲のテンポを

遅くして、１音１音揃っているか確認しました。ま

た、マレットに頼らずに打ち方を工夫して音色を変

化させ、表現豊かな演奏を心がけています。

　今後は、さらに曲の理解を深めて表現を磨きたい

と考えています。そして一体感のある演奏を会場に

届けていきます。

金賞受賞　東北大会出場

全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト秋田県大会
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　明桜高校吹奏楽部では、県内外のさまざま
な場所で演奏を披露しています。今年度は、
秋田市内にあるグループホームを３回訪問し
ました。高齢者の方にも馴染み深い歌謡曲や
童謡を演奏し、好評を得ています。利用者の
方々は、曲に合わせて歌ったり、手拍子をし
たりして高校生たちの演奏を楽しんだ様子で
した。

グループホーム訪問演奏


